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研究の背景

• 非文字資料の体系化として神奈川大学21世紀COEプロ
グラムが行われた。（2008年3月31日終了）

• 従来のデータベースでは民具間同士の関連性が分かり
づらいといった欠点がある。（例：チョウナは「木を削る」。
錐は「木に穴をあける」という目的があるが、この両者に
は「木を加工する」という共通点がある等）

• そこでデータベースの項目をOntologyで体系化、関連性
を明確にし、只見民具カードを使ったデータベースの構
築を提案する。



研究の目的

• Ontologyを導入することにより、文書がただの単語の集
まりではなく、文書全体で意味を持ったデータとして扱わ
れる。これにより、本当に必要な情報を的確に検索する
ことが可能となる。（キリで検索すると「ミツメギリ」「ヨツメ
ギリ」などが検索されないが、Ontologyを使うことで検索
可能となる。）

• 民具カードに記載された使用目的をOntologyを使って構
造化し、他の民具との関連性を明確にする。

• 最終的には民具カードの内容をOntologyでデータベー
ス化することを目指す。



目標とする検索例

• 先の例で挙げた「キリ」で検索してもミツメギリやヨツ
メギリが検索できる。

• 「穴をあける」といった共通項から歴史的背景を探っ
たり、新たな関連性の発見。

• 「木材を加工する」で検索するとき、大工道具のキリ
やチョウナだけでなく、関連道具として、印をつける
スミサシも検索される。



錐（キリ）の民具カード



錐のOntology構造



研究内容

• 民具カードの内容をExcelを使い整理する。



研究内容
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研究内容

• 民具カードの内容をExcelに記述する。

• Excelをxmlに変換する。（タグが自由に決められるため）



研究内容

地方名

使用目的



前処理

• 民具カードの内容をExcelを使い整理する。

• Excelをxmlに変換する。（タグが自由に決められるため）

• 民具名等とは違い、使用目的や備考は自由に書かれ
ているためchasen、cabochaといった形態素解析器を使
い分解する。



形態素解析

chasenを使い、使用目的「木に穴をあける」、「木材を
削る」を形態素解析



統語解析

cabochaを使い、使用目的「木に穴をあける」、「木材を
削る」を係り受け解析



Ontologyの構成要素

Ontologyを構成する要素として以下の要素が挙げられる。

• is-a関係・・・下位概念Bと上位概念Aの間には「B is-a A」
という関係が成立する。

• part-of関係・・・ある概念と、その概念を構成している部
分に当たる概念との間の全体-部分関係を表す。

• attribute-of関係・・・ある概念を構成している属性情報
（色、形状等）を表す。

• instance-of関係・・・概念とその具体例との間の関係を
表す。



Ontologyの構築

Protégéとは？

• Ontology言語であるOWLを書くための支援ツールであ
る。

• スタンフォード大学のメディカルインフォマティックスに
所属するマーク・ミュセンらのグループによって開発さ
れた。

• Protégéを使うことでOWLを容易に記述することができる。



Ontologyの構築

• 民具カードの使用目的をProtégéを使いOntologyで構築。

Protégéを使うことで言語を簡単に書くことができる。

例：チョウナの使用目的「木を削る」をOntologyで分解



Protégéの実行内容





Ontology構造図（拡大）



実験方法

• 従来のデータベースとOntologyデータベース
とで検索を行い結果を比べる。



実験結果



実験結果



実験結果

• 従来のデータベースでは、使用目的に「軍人
が用いた～」などと書かれている場合「戦争」
で検索しても、検索漏れしてしまう。

• Ontologyデータベースでは“is-a関係”により

上位概念の“戦争”が検索されるため検索漏
れはしない。



実験結果

• 従来のデータベースではキリで検索してもキ
リであるミツメ“ギリ”、ヨツメ“ギリ”はキリの単
語を含まないため検索されない。

• しかしOntologyデータベースではis-a関係によ
りキリでもミツメギリ、ヨツメギリが検索できる。



評価

• 従来のデータベースでは検索漏れしてしまう
項目も検索できる。 （戦争で使われていた水
筒が、検索できるようになる。）

• グンプクや焼夷弾などの戦争に使われた道
具がis-a関係により、まとめて検索できる。



まとめ

• Ontologyを使うことで検索漏れがほとんどなく
なった。

• しかし短所として、二重検索などが発生。（使
用目的の“戦争”とis-a関係における上位概念
の戦争が検索される。）



今後の課題

• データベースで項目検索とタグ検索の切り替
えが可能になれば二重検索を克服すること
ができる。

• 今回のデータベースでは民具間同士の関連
付けが上手くいかなかったのでそのあたりを
改良。

• 備考についても同様の形態素解析を行う。
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